
 

 

 

うめだ・あけぼの学園 

 

 

 うめだ・あけぼの学園では、お子さんの状態を正しく把握し、ご家庭や療育で活用していくために、

様々な職種が、いろいろな評価を行っております。 

 学園で行っている評価にどのような物があるのか、どのようなお子さんが対象になるのか、評価によ

ってどのようなことがわかるのかといったことを、ご紹介いたします。 

 なお、評価希望のある方は、担当者にお申し出下さい。 

 

＜発達検査や知能検査＞ 

 

 発達検査や知能検査はお子さん達の状態を保護者の方や療育担当者と共通に理解し、支援の方向性をご一緒

に考えるために行います。検査者は、検査課題に取り組むお子さんの様子、検査の課題について「できた」「で

きない」というだけではなく、どのようにできたか、どのように失敗したか、どのようにすればできるように

なるのかということを見せていただきます。そして、「お子さんの発達的な長所」「今伸びつつあるところ」「支

援が必要なところ」「自閉性の有無やその程度」を明らかにしていきます。普段のご家庭での様子なども教え

て頂くことで、より正確にお子さんの状態を把握することができると思います。お子さんのことで気になるこ

とがありましたら、遠慮なくご質問ください。お子さんの発達の状態によって「遠城寺式乳幼児分析的発達検

査」「新版Ｋ式発達検査２００１」「Ｋ－ＡＢＣ心理教育バッテリー」「ＷＩＳＣ－Ⅲ」「ＣＡＲＳ」「ＡＳＱ」

など実施します。 

 

 

＜食事評価＞ 

 

 食事評価は、食べる時のお子さんの口や舌の動かし方・姿勢・道具の使用方法の様子を見せていただいたり、

偏食のあるお子さんには食事の様子をチェック表に記入していただいたりして、保護者の方や関係職員と一緒

に確認しながら、今後に向けたアドバイスを伝えていくために行います。 

 

 

＜ＳＴ（言語）評価＞ 

 

 ＳＴ評価は言語発達の様子や、発音や吃りが気になるお子さん、難聴のお子さんへの評価を行います。お子

さんの発達の様子（２～３語文の表出が可能）に応じて、「構音検査」や「ITPA」などを使用します。「構音

検査」は発音の様子をみるもので、「ITPA」は言語発達のバランスを見るものです。 

 

 

＜ＡＡＣ（拡大・代替コミュニケーション）評価＞ 

 

ＡＡＣ評価は、ことばを話し始める前にどのようなコミュニケーション手段が使用していけるかを評価した

り、理解はしているが、ことばがまだ少ないお子さんへの補助的な手段や、ＡＡＣ機器を使用して表出の拡大

や自発性を目指すことなどを検討するための評価です。 

学園で行う 

各種評価について 



 

 

 

 

 

 

 

＜視覚評価＞ 

 

目を細めたり首を傾けたりしてものをみる、本を近づけてみたり、テレビを近くでみたりするお子さんはいません

か。また「他の遊びは得意なのにパズルとか積木遊びが苦手」「文字の読み間違えや書き間違えが多い」など、目に関

わることで気になることはありませんか？視覚評価では、発達に合わせた視力検査を行ったり、目の使い方やどのく

らいの範囲がみえているのか、遊びを通してものの見え方や空間のとらえ方をチェックし、どのようなサポートが必

要なのかをアドバイスしていきます。 

  

 

＜ＯＴ（作業療法）評価＞ 

 

「物を触ろうとしない」「物でうまく遊べない」「不器用だな」「はさみ、箸などの道具をうまく使えない」「手元を

よく見ない」そのようなことの背景にあるものを探り、必要なサポートを探ることを行います。ご家庭でできるよう

なちょっとした遊びや設定の工夫を紹介します。 

 

 

＜ＳＩ（感覚統合）評価＞ 

 

「触られることを嫌がる」「人と遊ぶのが苦手」「遊びがワンパターンになる、なかなか広がらない」「走り回ってし

まう」「パワフルだったり、眠そうだったり…」そのような行動の背景にあるものを探ることを行ます。どんなことで

お子さんが困っているのか、どうすればお子さんが捉えている世界や遊びが広がるのか、関わり方のヒントを提案し

ます。 

＊ＳＩスクリーニングを実施します。 

 

 

＜ＰＴ（運動）評価＞ 

 

お子さんの姿勢・運動について評価をし、日常生活に生かせるように考えていきます。姿勢や運動というととても

範囲が広くていったい何をするんだろう？と思いますが、できるできないではなくどんなふうに動いているのか、何

が苦手で動きにくいのか、動きやすくなるためにどんなことができるのか。本人がしたいと思うことがしやすい身体

を作っていくには今何が必要なのかを考えていきたいと思っています。家庭や生活のいろいろな場面で遊びをより自

発的に、効果的に行うための姿勢や運動の調整が基本になりますが、食事やトイレなどの日常の活動を行いやすくす

るためや、健康の維持に必要な運動機能を保つこと、長期的なスパンで筋肉や関節を大事に使うこともふまえてアド

バイスを行っていきます。 

運動発達の特徴を捉える（移動方法、活動しているときの姿勢のとり方、筋肉状態・使い方）、日常生活場面で身体

を作っていくための活動の検討、支援方法の伝達、日常生活場面での椅子・机など生活用具・インソールの検討・作

成・調整、靴の紹介・調整などを行います。 

 

２００８．６．１ アセスメントチーム作成 


